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③ 受信部の取付の続き
続接で士同色同を線配の側部信受と線配継中の配手地現  ⑥

してください。（（A）⑥と同じ）

、りよ穴のスーケ下たし通を線配で項④を分部続接の線配  ⑦
下ケースと JIS ボックスとの間へ入れてください。

下をスーケ上 らがなし意注にうよいなまこみかを線配  ⑧
ケースにはめ込み、ねじを締めてください。（（A）⑨と同じ）
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CnL コネクタ
（3P 黒）

CnG コネクタ
（4P 青）

CnV2 コネクタ
（4P 黒）

〈その他室内ユニットの場合〉

〈FDTの場合〉

④ 本体コントロールへの配線接続
注意： 人感センサ付属配線は、室内ユニットの機種ごとに使用する配線が異なります。配線取付前に、確認

してください。

〈室内ユニット基板に CnL コネクタがある場合（FDT、FDK）〉
。いさだくてし続接で士同色同を〉1〈線配属付サンセ感人、と線配継中の配手地現  ①

② ユニット本体のコントロール ボックスの蓋を取外してください。
③ CnL コネクタ（3P 黒）を基板へ接続してください。

同色同士
接続する

白
赤
黒

白
赤
黒

CnL コネクタ
（3P 黒）

付属配線〈1〉中継配線
（現地手配）

〈室内ユニット基板に CnL コネクタがない場合〉
。いさだくてし続接で士同色同を〉2〈線配属付サンセ感人、と線配継中の配手地現  ①

② ユニット本体のコントロール ボックスの蓋を取外してください。
③ CnG コネクタ（4P 青）を制御基板へ接続してください。
④ CnV2 コネクタ（4P 黒）を制御基板へ接続してください。

白
赤
黒

白
赤
黒

CnG コネクタ
（4P 青）

CnV2 コネクタ
（4P 黒）

中継配線
（現地手配）

付属配線〈2〉

同色同士
接続する

CnL コネクタ
（3P 黒）

〈FDKの場合〉
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　　⒝　取扱方法 PJZ012A163

　警告

お知らせ

ご使用上のご注意

●子供・病気の方など 補助を必要とする人が使う場合、周囲の人が十分注意する。
。すまりあがとこるなに因原の故事や良不調体、合場たし止停が機調空りよにどな御制サンセ感人や常異 　

・検知エリアの隅では人を検知しにくくなります。
・周囲と温度差のある物体が動く場所に据付けた場合「人がいる」と検知する場合があります。
・設定温度の補正に伴い、肌寒く感じる場合があります。

本品は、赤外線センサを利用して検知範囲内の人の活動量を検知し、エアコンの制御を補助するものです。
リモコンからご希望の制御を設定して頂き、ご使用ください。

室内ユニット制御 検知状況 制御内容 エコタッチリモコン表示

①パワーコントロール
活動量が多い時 快適性を重視して室温設

定を下げる。 パワーコントロール中

活動量が少ない時 省エネ重視して室温設定
を上げる。 パワーコントロール中

②オートオフ 検知無し 1 時間経過 運転停止＋待機状態 オートオフ中
検知無し 12 時間経過 運転停止 －

①＋② 上記の組合せ 上記のいづれか 上記のいづれか
全て無効（出荷時） － 標準制御 －

センサ未接続・センサ不良の場合は活動量検知無し（少ない）状況の制御になります。

設定方法は、次項を参照してください。

・パワーコントロール有効の場合
、し知検を量動活の人りよにサンセ感人 　

設定温度を補正します。
に部示表ジーセッメは中正補を度温定設 　

「パワーコントロール中」を表示します。

・オートオフ有効の場合
、態状』機待転運『とるす間時1、てっなと在不が人 　

さらに 12 時間経過すると『完全停止』します。
再を転運とる戻が人､がすまし止停はンコアエ …』機待転運『　　

開します。
メッセージ表示部に「オートオフ中」を表示し
ます。

再を転運もてっ戻が人。すまし止停をンコアエ …』止停全完『　　
開しません。
メッセージ表示部の「オートオフ中」表示が消
え、運転ランプが消灯します。
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制御設定 ＜エコタッチリモコンから設定する場合＞
●エコタッチリモコン付属の据付説明書を参照して、赤外線センサ（人感センサ）を有効に設定する。

TOP 画面　 メニュー 　⇒　 サービス設定 　⇒　 据付設定 　⇒　 サービスパスワード

●エコタッチリモコン付属の取扱説明書を参照して、制御モードを設定する。
■赤外線センサ（人感センサ）制御
　人感センサにより人の有無・活動量をセンサで判定し、各制御を行います。
■リモコンが子リモコン設定されている場合、赤外線センサ（人感センサ）制御の設定はできません。

TOP 画面　 メニュー 　⇒　 省エネ設定 　⇒　
管理者パスワード 　⇒　 赤外線センサー制御 または　
人感センサー制御 　を選択してください。

赤外線センサ制御画面と現在の設定内容が表示されます。

① パワーコントロールの有効 / 無効を設定します。
② オートオフの有効 / 無効を設定します。
③ 各項目設定後、 セット ボタンをタッチしてください。
　 省エネ設定メニュー画面に戻ります。

●ワイヤレスリモコン付属の据付説明書を参照して、 室内機能設定  の人感センサを有効に設定する。

制御設定 ＜ワイヤレスリモコンから設定する場合＞

室内機能設定
1. 室内機能設定のしかた
　① 運転／停止を押し、停止状態にする。
　② 室内機能設定スイッチを押しながら、2 項に示すボタンを押す。
　③ 選択ボタン▲、▼で設定番号を選択する。
　④ 予約ボタンを押す。

毎秒2はDEL、り鳴がーザブ回2とッピッピ、りよ部信受号信ンコモリ  　　
に 4 回点滅します。

2. 設定内容

ボタン 番号
表示部 機能設定

室外静音 00 人感センサ設定：無効
01 人感センサ設定：有効

ハイパワー
00 人感センサ制御：無効
01 人感センサ制御：パワーコントロールのみ
02 人感センサ制御：オートオフのみ
03 人感センサ制御：パワーコントロール + オートオフ

②

②
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⑶　スーパーリンクアダプタ（SC-ADNA）

仕　　様 

名　　称 

形　　式 

適用機種 

外形寸法 
（mm) 

機　
　

能 

制御可能な 
室内機台数 

スーパーリンクアダプタ 

SC-ADNA

室外-室内　2心通信仕様 

プリント基板　65×80×20 

⑴　スーパーリンクオプションからの設定内容
　　を各室内ユニットに送信
⑵　スーパーリンクオプションからのデータ要
　　求に対し優先室内ユニットのデータを返信
⑶　接続室内ユニットの異常状態を点検
　　コードでスーパーリンクオプションに送信

板金ボックス100×85×35 

最大16台 
（同一運転モード） 

クロ

接続要領

取付要領

板金ボックス外形図

A

B

X

Y

X

Y

A

B

アオ

アオ

シロ

スーパーリンク信号線用
端子台へ接続

リモコン用端子台へ接続（極性無し）
（総配線長さ　600m以内）

ネットワークアドレス親子アドレス

親
子

ON
OFF

SW3-1

ON

OFF
SW3

LE
D
3

LE
D
2

SW1 SW2

運
転
異
常

SLアダプタ基板

●信号線 リモコンコードを延長する場合の注意
●コードは必ずシールド線を使用してください。
　● 0.3mm2×2心

0.75mm2～1.25mm2のシールド線（MVVS 2心）

室内ユニット外へ
設置する場合は,
板金カバーを取付け
てください。

リモコン背面へ取付
の場合は, 直接リモコン
下ケースへ取付けてください。

85

40

35

30

90
5

10
0

70

22.5

2-φ6

注⑴　延長距離が100mを超える場合は下記のサイズに
変更してください。ただし，リモコンケース内を
通る配線は最大0.5mm2以下とし，リモコン外部の
近傍で配線接続により，サイズを変更してくださ
い。

　　　100～200m以内…0.5mm2×2心
  　　  　  ～300m以内…0.75mm2×2心
　　     　 ～400m以内…1.25mm2×2心
 　　    　 ～600m以内…2mm2×2心

注⑴　線径が0.75mm2時で1500mまで，1.25mm2時で
1000mまでとなります。

　　　2.0mm2は使用しないでください。誤動作となる
場合があります。

注⑵　シールド線は，両端をアースしてください。
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クロ

接続要領

取付要領

板金ボックス外形図

A

B

X

Y

X

Y

A

B

アオ

アオ

シロ

スーパーリンク信号線用
端子台へ接続

リモコン用端子台へ接続（極性無し）
（総配線長さ　600m以内）

ネットワークアドレス親子アドレス

親
子

ON
OFF

SW3-1

ON

OFF
SW3

LE
D
3

LE
D
2

SW1 SW2

運
転
異
常

SLアダプタ基板

●信号線 リモコンコードを延長する場合の注意
●コードは必ずシールド線を使用してください。
　● 0.3mm2×2心

0.75mm2～1.25mm2のシールド線（MVVS 2心）

室内ユニット外へ
設置する場合は,
板金カバーを取付け
てください。

リモコン背面へ取付
の場合は, 直接リモコン
下ケースへ取付けてください。

85

40

35

30

90
5

10
0

70

22.5

2-φ6

注⑴　延長距離が100mを超える場合は下記のサイズに
変更してください。ただし，リモコンケース内を
通る配線は最大0.5mm2以下とし，リモコン外部の
近傍で配線接続により，サイズを変更してくださ
い。

　　　100～200m以内…0.5mm2×2心
  　　  　  ～300m以内…0.75mm2×2心
　　     　 ～400m以内…1.25mm2×2心
 　　    　 ～600m以内…2mm2×2心

注⑴　線径が0.75mm2時で1500mまで，1.25mm2時で
1000mまでとなります。

　　　2.0mm2は使用しないでください。誤動作となる
場合があります。

注⑵　シールド線は，両端をアースしてください。
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201.9
127

φ
74
.6

108.9 96.9

接続管D 接続管F

フレア接続

フレア接続

フレア接続

フレア接続

フレア接続
（φ12.7）（両端共）

（φ15.88）

（φ12.7）

（φ12.7）

（φ9.52）

接続管A197.6
127

φ
74
.6

96.6

フレア接続
フレア接続 フレア接続

（φ9.52）（両端共） （φ9.52） （φ6.35）

110

内径φ25.4 内径φ25.4

ドライヤ

銅管ストレーナ 銅管ストレーナ 銅管ストレーナ

ドライヤ

257
90

φ
40

112.8 104.1

接続管B 接続管C

フレア接続
　

フレア接続
　（φ19.05） （φ12.7）

フレア接続
（φ15.88）（両端共）

フレア接続
（φ15.88）

フレア接続
（φ15.88）

257
90

φ
40

接続管C

フレア接続
　（φ15.88）

104.1

フレア接続
（φ15.88）（両端共）

フレア接続
（φ12.7）

1） 付属品
・据付工事前に確認してください。

REW－KIT63T REW－KIT160T REW－KIT280T

液
管
側

ガ
ス
管
側

⑷　リニューアルキット

銅管ストレーナ（ガス管側）
　●KIT63T・KIT160T の場合、φ 63× L530
　　 KIT280T の場合、φ 69× L210　の断熱材にてフレア接続部または
　　ろう付部を断熱する。

リニューアルキット据付例（後ろ抜きの場合）

ドライヤ（液管側）

ドライヤの断熱方法
ドライヤ

φ 58× L330 の断熱材２個で
ドライヤを挟み込む

バンドで固定 (２箇所 )

VP224,280 の場合のリニューアルキット据付例

付属配管

現地手配エルボ現地手配φ25.4

既設配管をろう付

現地手配φ25.4

現地手配φ25.4

現地手配

既設配管をフレア接続

●ドライヤは、運搬保管時の水分 , 異物の浸入を防止する目的でビニールキャップにて密封包装されています。据付時はビニールキャップを外してください。
　ビニールキャップを外した後は、長時間放置せず素早く既設配管へ取付、真空引きを行ってください。(長時間放置するとドライヤの性能が低下します。)
●ガス管，液管両方共に断熱材 (パイプカバー )が付属されています。
　リニューアルキット本体，フレア接続部およびろう付部を断熱してください。
　　！　注意　断熱工事に不備がありますと錆が発生し、リニューアルキット本体，フレア部あるいはろう付部からの冷媒漏れ事故になる恐れがあります。

2） リニューアルキット据付方法
●ドライヤを液管へ、銅管ストレーナをガス管へ取付けてください。
●ドライヤおよび銅管ストレーナの取付方向は自由です。(360°全方位 )
●ドライヤおよびガス管ストレーナはできるだけ室外ユニット近傍に据付けてください。
●本キット内には下表に示す付属配管が同梱されています。下表に従い据付を行ってください。

REW－KIT63T REW－KIT160T REW－KIT280T

機種 エクシードハイパーシリーズの3〜6馬力，ハイパーインバータシリーズの3〜10馬力には，リニューアルキットを内蔵しています。

液管側
接続方法

ガス管側
接続方法

接続管A既設配管φ6.35

現地手配φ6.35

室外操作弁フレア接続

388

（φ6.35）

接続管Aのフレアナットを使用既設配管φ9.52

現地手配φ9.52
室外操作弁フレア接続

接続管A
接続管A

（φ9.52）

既設配管φ15.88

接続管C

接続管Bのフレアナットを使用

現地手配φ12.7

室外操作弁フレア接続

367

接続管C

（φ12.7） 既設配管φ15.88

接続管Bのフレアナットを使用
現地手配φ15.88

室外操作弁フレア接続

接続管Cのフレアナットを使用

（φ15.88）
接続管B

接続管C

既設配管φ19.05 現地手配φ15.88

室外操作弁フレア接続

接続管Cのフレアナットを使用

接続管B

376

接続管C

（φ15.88）

接続管Dのフレアナットを使用

接続管F

既設配管φ12.7 現地手配φ9.52

室外操作弁フレア接続

306

接続管D

（φ9.52）

現地手配φ25.4現地手配φ25.4

10

現地配管の差込み量は10mm以内としてください。
差込み過ぎるとストレーナメッシュの破損の恐れがあります。

既設配管φ15.88 現地手配φ12.7

室外操作弁フレア接続

接続管Fのフレアナットを使用

接続管D

318

接続管F

（φ12.7）

接続管C

461
既設配管φ12.7 現地手配φ12.7

室外操作弁フレア接続

  
（φ12.7）

ガス管がφ 12.7 の場合
（既設機がR410Aの場合）

ガス管がφ 15.88 の場合
（既設機がR22の場合）

KIT63T・KIT160T の場合、φ 46× L185
KIT280T の場合、φ 54× L195　の断熱材を２個使用
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3） 既設配管流用時の確認・留意事項
a） 既設配管流用時の条件

ただし

「⒟ 既設配管使用許可範囲と配管長制限」を参照してください。

3.60

配管の気密確認
・気密試験の圧力値を3.6MPaとしてください。（※）
※ガス管φ19.05×t1.0のO材、OL材の場合（ツイン・トリプル・
ダブルツインで第1分岐以降の配管にφ19.05×t1.0の
O材、OL材が存在する場合を含む）

・ただし、既設配管がφ19.05×t1.0で1/2H材、H材の場合は気
密試験の圧力値を4.15MPaとしてください。

⒡ 分岐管使用時の留意点

「⒢ 既設配線・電源流用」に従い⒞

R410A/R32用
およ

室外ユニット

室外ユニット～室内ユニット
室外ユニット、室内ユニット

⒞

⒢

既設の室外ユニット、室内ユニット、リモコン等取外し

室外ユニット、室内ユニット、リモコン等据付
電気工事の実施

ただし

ZP80～160，VP80～280は内蔵のリニューアルキットによる洗浄を使用してください。

ZP80～160，VP80～280は内蔵のリニューアルキットによる洗浄を使用してください。
※内蔵リニューアルキットによる洗浄については450ページでご確認ください。

※

※

、947ページ(d)項をご覧ください。

R410A/R32用

R410A/R32（Hmm） R410A/R32（Hmm）

b） 既設配管流用時の施工手順

ただし

「⒟ 既設配管使用許可範囲と配管長制限」を参照してください。

3.60

配管の気密確認
・気密試験の圧力値を3.6MPaとしてください。（※）
※ガス管φ19.05×t1.0のO材、OL材の場合（ツイン・トリプル・
ダブルツインで第1分岐以降の配管にφ19.05×t1.0の
O材、OL材が存在する場合を含む）

・ただし、既設配管がφ19.05×t1.0で1/2H材、H材の場合は気
密試験の圧力値を4.15MPaとしてください。

⒡ 分岐管使用時の留意点

「⒢ 既設配線・電源流用」に従い⒞

R410A/R32用
およ

室外ユニット

室外ユニット～室内ユニット
室外ユニット、室内ユニット

⒞

⒢

既設の室外ユニット、室内ユニット、リモコン等取外し

室外ユニット、室内ユニット、リモコン等据付
電気工事の実施

ただし

ZP80～160，VP80～280は内蔵のリニューアルキットによる洗浄を使用してください。

ZP80～160，VP80～280は内蔵のリニューアルキットによる洗浄を使用してください。
※内蔵リニューアルキットによる洗浄については450ページでご確認ください。

※

※

、947ページ(d)項をご覧ください。

R410A/R32用

R410A/R32（Hmm） R410A/R32（Hmm）
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スタート

いいえ

はい

はい

はい

ある

はい

はい

ない

ない

ない

ない

緩みなし
緩み
あり 修正

修正

修正

交換

撤去

気密合格

再利用する既設配管に、腐食・傷・へこみはありませんか？

再利用する既設配管の断熱材に、剥がれ、劣化はありま
せんか？（ガス管、液管ともに断熱が必要です）
断熱材厚さが足りない配管はありませんか？

配管支持金具は緩んでいませんか？

再利用する既設配管にガス漏れはありませんか？
（頻繁に冷媒を追加するようなことがなかったか確認）

室内ユニットが接続されていない枝配管はありませんか？

既設配管を再利用できません。
新規配管をご使用ください。

旧ユニットの冷凍機油は下記のいずれかに
該当しますか？
スニソ・MS・バーレルフリーズ・HAB・
フレオール・エーテル油・エステル油

※⒡ 分岐管使用時の留意点のフローチャートを確認してください。

分岐管を当社指定品に変更してください。

現地で既設配管の気密確認をしてください。

その枝配管を撤去してください。

不具合部分を修正してください。

不具合部分を修正してください。

不具合部分を修正してください。

再利用する配管は下記を全て満たしますか？
①配管使用制限

1.配管長制限
1）片道配管長制限
2）総冷媒量による配管長制限

2.配管サイズ制限
1）主管サイズ
2）配管の耐圧強度によるサイズ制限

②室内外ユニット間の高低差は下記を満たす。
   室外ユニットが上の場合：30m以下
   室外ユニットが下の場合：15m以下

使用可否を
照会願います。

交換不能

使用
不可

使用可

修正不能

修正不能

撤去不能

気密不良

既設配管をご使用になれます。

再利用する既設配管には室外ユニットと室内ユニットが
接続されていますか？

いいえ

いいえ
いいえ

いいえ

ある

ある

ある

旧ユニットは当社品ですか？

既設配管を利用し施工する機体はツイン・トリプル・
ダブルツイン機ですか？

注）

c） 既設配管流用可否判断フローチャート
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d） 既設配管使用許可範囲と配管長制限

配管 1ｍ当たりの
追加チャージ量 0.02kg/m 0.06kg/m  *7 0.08kg/m  *8 0.08

kg/m 0.12kg/m 0.20kg/m

配管サイズ
液管 φ 6.35 φ 9.52 φ 12.7 φ

12.7 φ 12.7 φ 15.88

ガス管 φ12.7 φ15.88 φ12.7 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ25.4 φ15.88 φ19.05 φ22.22 φ22.22 φ25.4 φ28.6 φ22.22 φ25.4 φ28.6

ZP40,45,50,
56,63

VP40,45,50,
56,63

適用可否 ◎ ○ △ △ × × × × × × × × × × × ×

最大片道配管長 50 50 20 20 × × × × × × × × × × × ×

チャージレス長 30 30 15 15 × × × × × × × × × × × ×

ZP80
VP80

適用可否 冷↓ △ 冷↓ ◎ ○ *1 × × △ × × × × × × × ×

最大片道配管長 20 20 70 70 70 × × 35 × × × × × × × ×

チャージレス長 10 10 30 30 30 × × 15 × × × × × × × ×

ZP112,140,160
VP112,140,160

適用可否 × △ × ◎ ○ *1 × × △ △ *1 × × × × × × ×

最大片道配管長 × 20 × 100 
*2

100 
*2 × × 50 50 × × × × × × ×

チャージレス長 × 10 × 30 30 × × 15 15 × × × × × × ×

VP224

適用可否 × × × × 冷↓
*3*4

冷↓
*3*4

◎
（冷↓*3*4） × 冷↓ 

*3
冷↓ 
*3 × ○ *3 ○ *3 冷↓ △ △

最大片道配管長 × × × × 40 *5 40 *5 40 *5 × 60 *5 60 *5 × 100 
*5

100 
*5

60 
*4*5

60 
*4*5

60 
*4*5

チャージレス長 × × × × 30 30 30 × 15 15 × 15 15 8 8 8

VP280

適用可否 × × × × × × × × × 冷↓ 
*4 × ◎ ○ 冷↓ △ △ *1

最大片道配管長 × × × × × × × × × 60 *5 × 100 
*5

100 
*5

60 
*5*6

60 
*5*6

60 
*5*6

チャージレス長 × × × × × × × × × 30 × 30 30 15 15 15

＊１：φ 19.05 × t1.0 は耐圧強度が不足のため、室外ユニット基板上のディップスイッチ ＳＷ５-1 をＯＮにしてください。	 	
　　　ZP80, VP80 の場合はディップスイッチ ＳＷ 7-1 をＯＮにしてください。
　　　（ツイン ･トリプル ･ダブルツイン機の場合、第１分岐以降の配管にφ 19.05 × t1.0 が存在する場合を含む）
　　　ただし、1/2 Ｈ材または肉厚 1.2 以上の配管を使用の場合は必要ありません。
＊２：分岐後の配管サイズは、主管と同じ径もしくは小さい径であること。
＊３：配管仕様制限を満たさない場合は、既設配管をご使用になれません。
＊４：主配管長が 40ｍを越える場合既設配管は使用できません。主配管の液管サイズをφ 12.7 としてください。
＊５：リニューアルキット及びユニット内蔵リニューアルキットを使用した場合、最大片道配管長は下表の通りとなります。
　 　配管長制限を超える場合は、配管洗浄器での配管洗浄が必要です。（最寄の代理店にお問い合わせください。）

主管ガス管径 φ 19.5 φ 22.22 φ 25.4 φ 28.58

最大片道配管長 50m 30m

＊６：追加できる最大冷媒量は 9.3kg までです。追加冷媒量が 9.3kg を超える場合は液管サイズを下げて新設してください。
＊７：ZPシリーズの場合 0.054kg/m
＊８：ZPシリーズの場合 0.11kg/m
●既設配管の曲げＲが７０mm未満の場合は、配管の耐圧上室外ユニット基板上のディップスイッチをＯＮにしてください。
　（ZP40 〜 63，VP40 〜 63：SW8-1,  ZP80, VP80：SW7-1,  ZP112 〜 160, VP112 〜 280：SW5-1）
●配管長の下限は 3ｍとしてください。3ｍ以下の場合、冷媒充填量を減らす必要があります。（ZP112 〜 160, VP224, 280 を除く。）
　冷媒回収・再充填を行う場合は最寄の代理店にお問い合わせください。
●表に記載のない配管サイズの組合せおよび表の×の配管サイズの組合せは使用できません。

＜配管サイズ制限表＞
◎：標準配管サイズ　○：使用可能　△：配管長制限短縮　冷↓：冷房能力低下　×：使用不可
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　！　注意　ツイン ･トリプル ･ダブルツイン機の場合、下記事項を必ずお守りください。
●同じ室外ユニットに接続される室内ユニットは、同一の部屋に設置し、空調負荷が同一となる条件で使用してください。
　空調負荷が同一でない条件で使用され場合は、能力不足となる可能性があります。
●分岐管セット DIS-TA1G，DIS-TB1G を使用する場合は、各室内ユニット間までの配管長差を３m未満としてください。
　３m以上の配管長差を必要とする場合は、下記の分岐管セットを使用してください。
　　　室外 :P160 ＝室内 :P50 ＋ P50 ＋ P50　･･･　DIS-WA1Gを 2個
　　　室外 :P224 ＝室内 :P80 ＋ P80 ＋ P80　･･･　DIS-WB1G，DIS-WA1G 各 1個
●下記組合せ時は、DIS-WB1G，DIS-WA1G を各１個 を使用し、各室内ユニット間までの配管長差を３m未満としてください。
　３m以上の配管長差の接続は不可です。
　　　室外 :P280 ＝室内 :P71 ＋ P71 ＋ P140（第１分岐の接続にP140 を接続してください。）
　　　室外 :P280 ＝室内 :P80 ＋ P80 ＋ P112（第１分岐の接続にP112 を接続してください。）
●既設機が FDKの 8・10馬力のトリプル・ダブルツインの場合、リニューアルキット使用不可です。
　（水漏れ、または露たれの発生する可能性があるため）

追加チャージ量計算式

追加チャージ量（kg）=｛主配管長（m）ー表のチャージレス長（m）｝× 表の配管 1m 当たりの追加チャージ量（kg/m）
+ 分岐管総長（m）× 表の配管 1m 当たりの追加チャージ量（kg/m）

※計算の結果が負の値になる場合は追加チャージ不要です。
　例）既設配管 30m（液管φ 12.7、ガス管φ 15.88）を使用して、VP80（シングル機）を設置する場合。
　　（30mー 15m）× 0.08kg/m=1.2kg を追加チャージする。
　例） 既設配管 30m（主配管長 20m、液管φ 12.7、ガス管φ 15.88 ／分岐後配管長 5m× 2、液管φ 9.52、ガス管φ 12.7）を使用して、
　　　VP80（ツイン機）を設置する場合。
　　（20mー 15m）× 0.08kg/m+5m× 2× 0.06kg/m=1.0kg を追加チャージする。
　例）既設配管 20m（液管φ 12.7、ガス管φ 19.05）を使用して、VP160（シングル機）を設置する場合。
　　（20mー 15m）× 0.08kg/m=0.4kg を追加チャージする。

⒠　洗浄運転
　  洗浄運転前の確認事項

項目 確　認　項　目

２ 冷媒配管工事

電気配線

室内ユニット

４

－

チェック

（ ）洗浄運転手順
　○下記の順番に従ってチェックしながら行ってください。

①

ガス側操作弁を全開にしてください。②

③ 液側操作弁を全開にしてください。

操　作　内　容 チェック順番

④

冷媒配管工事、電気配線、室内工事が正しく完了しているか　（i）の表にそって確認してください。

既設配管にΦ19.05×t1.0　をご使用の場合、VP80は SW7-1 を ONに、VP112,140,160 は

据付説明書
の項目

ろう付した場合は、配管に窒素ガスを流してろう付しましたか。

気密試験、真空引きは確実に行いましたか。

配管の断熱材は液管とガス管の両方に取付けられていますか。

冷媒追加充填量、冷媒配管長さをパネルのラベルに記入しましたか。

配線の接続忘れ、欠相、逆相はないですか。

冷媒追加充填量、冷媒配管長さをパネルのラベルに記入しましたか。

しゃ断器、配線などの電気機器は適正容量の機器を使用していますか。

複数設置の場合は、ユニット間の配線が入替わっていませんか。

リモコン線に室内外通信線を接続していませんか。

室内外配線は同一端子番号で接続していますか。

室内外配線はVCTキャブタイヤケーブルまたはVVF平形ケーブルですか。

アース工事はD種接地工事が行われていますか。

配線の取付部のねじが緩んでいませんか。

配線は配線クランプで固定し、端子接続部に外力が加わらないようになっていますか。

室内ユニットの据付作業は完了していますか。

室内ユニットに化粧パネルを取付ける場合には、化粧パネルの取付が完了していますか。

e） 洗浄運転
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　 ⅱ 内蔵リニューアルキットによる洗浄運転（ZP80 〜 160, VP80 〜 280）

順番 操　作　内　容

① 冷媒配管工事、電気配線、室内工事が正しく完了しているか　ⅰ の表にそって確認してください。

② ガス側操作弁を全開にしてください。

③ 液側操作弁を全開にしてください。

④
既設配管にφ19.05×t1.0をご使用の場合、ZP80, VP80はSW7-1をONに、ZP112〜160, VP112〜280はSW5-1を
ONにしてください。

⑤ ZP80, VP80はSW8-1をOFF⇒ON、ZP112〜160, VP112〜280はSW5-2をOFF⇒ONで既設配管洗浄を開始します。

⑥
⑤のディップスイッチ ONで緑LEDが高速点滅します。（0.5秒ON/0.5秒OFF）
リモコン（RC-DX3B）のディスプレイ上には「冷房試運転」が表示されます。
（洗浄運転は冷房運転で行います。リモコンディスプレイ上は「冷房試運転」と表示します。）

⑦ 赤LEDが点滅していないことを確認してください。

⑧ 室内ユニットから冷風が吹いていることを確認ください。（洗浄運転は冷房運転で行います。）

⑨
洗浄運転は２時間必要です。⑤ディップスイッチ ON後、圧縮機の積算運転時間２時間で自動終了（緑LEDが通常点滅
（１秒ON/１秒OFF））になります。手動にて終了する場合、ディップスイッチをON⇒OFFにしてください。再始動は
OFF⇒ONで可能です。）

○�洗浄運転自動終了後、ディップスイッチSW8-1（ZP80, VP80）, SW5-2（ZP112〜160, VP112〜280）はON位置のままで
も通常のエアコン制御になります。停電後の復電時、ON位置のままでも、エアコン制御を行います。

　（洗浄運転開始はスイッチ位置のOFF⇒ON一連の動作から開始します。）
○�複数台数の室外ユニットを同一リモコンに接続する場合については、洗浄運転の実施後に、各室外ユニット毎のリモコン配線
を接続してください。

○�室内吸込温度が15℃以下の場合、洗浄運転が断続運転になる場合がありますが、故障ではありません。
　この圧縮機が停止している時間は洗浄運転の累積時間に含まれません。

ON

1 2 3

SW7

1 2 3 4

SW3

4
3
2
1

3
2
1

ON

SW8

SW5

SW9

ZP,VP80 のディップスイッチとLED の位置 ZP112 ～ 160, VP112 ～ 280 のディップスイッチとLED の位置

既設配管の中にΦ19.05×t1.0 がある場合
SW5-1 を ONにしてください。(既設配管の耐圧に
応じた圧力制御にするためです｡)

SW5-2 を OFF⇒ON　3分後に既設配管洗浄運転
が開始します。

4
3
2
1

SW5

緑 LED, 赤 LEDは
基板上にあります。

SW8-1 を OFF⇒ON
3分後に既設配管
洗浄運転開始します。

既設配管の中にΦ19.05×t1.0
がある場合SW7-1 を OFF⇒ON
にしてください。
(既設配管の耐圧に応じた
圧力制御にするためです。）

緑 LED, 赤 LEDは
基板上にあります。
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※1

※2:第１分岐から室内ユニットまでの配管サイズはφ9.52（液管）/φ12.7（ガス管）にしてください。
※3：分岐管の配管サイズは、主管と同じ径もしくは小さい径にしてください。

トリプルA=第１分岐から室内ユニットまでの配管長さが3m未満の場合
トリプルB=第１分岐から室内ユニットまでの配管長さが3m以上10m以下の場合

※4

※4

主管・分岐管を合わせた長さは1.配管長・サイズ制限の片道配
管長制限および、総冷媒量による配管長制限を満たしますか？

流用主管は⒟配管サイズ制限の1）主管サイズおよび
2）配管の耐圧強度によるサイズ制限を満たしますか？

室内ユニット

R32, R410A用

R32,R410A用

スイッチSW
。

スイッチSW

f） 分岐管使用時の留意点（ダブルツインはハイパーインバータシリーズのみ）
ツイン・トリプル・ダブルツイン機にて既設配管を使用する場合は，下記の該当項目を確認してください。

（448ページに掲載）設

室外ユニット容量
（馬力）

第一分岐 ※ 3 第二分岐

配管 1ｍ当たりの追加チャージ量 0.06kg/m

液管 φ 9.52 φ 9.52 φ 9.52 φ 9.52 φ 9.52 φ 9.52

ガス管 φ 12.7 φ 15.88 φ 19.05 φ 12.7 φ 15.88 φ 19.05

ZP80，VP80 ツイン ◎ ○ × ― ― ―

ZP112，VP112 ツイン ◎ ◎ ○※ 1 ― ― ―

ZP140，VP140 ツイン × ◎ ○※ 1 ― ― ―

ZP160，VP160

ツイン × ◎ ○※ 1 ― ― ―

トリプルA ◎ ○ × ― ― ―

トリプルB × ◎※ 2 ○※ 2 ― ― ―

VP224

ツイン × ◎ ○※ 1 ― ― ―

トリプルA × ◎ ○※ 1 ― ― ―

トリプルB × ◎※ 2 ○※ 2 ― ― ―

ダブルツイン × ◎ ○※ 1 ◎ ○ ×

VP280
ツイン × ◎ ○※ 1 ― ― ―

ダブルツイン × ◎ ○※ 1 × ◎ ○※ 1

表 1＜分岐管後配管＞ ◎：標準配管サイズ　○：使用可能　×：使用不可　―：対象外
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g） 既設配線・電源流用

　既設配線・電源の流用におきましては、下記内容にご留意ください。
　配線接続は電気設備技術基準および内線規程に従い適切に工事を実施してください。

①既設配線（内外渡り線）の確認
　�既設配線は線の種類や心数の他、設備図面などによって配線長や分岐数も確認してください。
　　・電源配線について
　　　　◆�漏電しゃ断器の容量，電線の太さ，こう長，およびアース線については、室外ユニットに付属している“据付説明書”

をご覧ください。
　　　　◆�単相機の場合は２心，三相機の場合は３心のＶＣＴキャプタイヤケーブル、または ＶＶＦ平方ケーブルをご使用ください。
　　　　◆�４心ケーブルを使用したアース線と同心ケーブルとしないでください。シールド線は使用しないでください。
　　・内外渡り配線について
　　　　（3心通信仕様の場合）
　　　　◆�必ず３心のＶＣＴキャプタイヤケーブル、または ＶＶＦ平方ケーブルを使用してください。シールド線は使用しないでください。
　　　　（スーパーリンク仕様の場合）
　　　　◆�配線の接続は、既設配線毎に「次ページの ⅲ 接続方法、 ⅳ 室外ユニット改修内容」に従ってください。
　　　　◆�室内電源取りは室外ユニット容量 80以下の単相機に限ります。
　　・リモコン線について
　　　　◆配線の仕様については、室内ユニットに付属している“据付説明書”をご覧ください。
　　　　◆多心ケーブルの使用は避けてください。
　　　　◆配線はアース（建物の鉄骨部分または金属等）からできるだけ離してください。

②既設電源の確認
　既設電源の電圧や相数、漏電しゃ断器の容量などを確認してください。
　　　◆既設の漏電しゃ断器がインバータ回路用しゃ断器の場合はそのまま使用できます。
　　　　インバータ回路用しゃ断器でない場合はインバータ回路用しゃ断器に交換してください。
　�既設の電源設備を使用する際は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確認してください。古い配線や電源設備の場合は、漏電や火
災の原因ともなりますのでご注意ください。

③既設配線の導通確認
　�既設配線の導通確認、電圧確認、漏電しゃ断器の動作確認を行なってください。
　異常があれば電線、部品の交換を行ない、配線を適切な状態にしてください。
　　　◆配線と大地間を 500Ｖメガーで計測して 100Ω以上あることを確認してください。
　　　　配線の劣化等により、100Ω以上ない場合は新規配線工事を行ってください。

④故障履歴の確認
　�伝送異常や通電不良など、配線・電源の異常が原因と考えられる故障が過去になかったかを確認してください。
　�該当する故障があった場合、その異常が改修されているかも確認し、改修されていない場合はその処置を行なってください。
　また、少しでも劣化、異常が感じられる部品、配線は、交換もしくは新設を行なってください。

　　【既設配線流用の例】

ⅰ 既設配線・電源流用に関する確認留意事項

Ｄ形以降の３心通信仕様ですか？ ｢⒢ 既設配線 ･電源流用 ｣を満足すれば、そのまま
流用可能。

スーパーリンク仕様ですか？

はい

はい

いいえ

接続可能です。

機種母形 ハイパーインバータ エクシードハイパー
① FDCVP405HK FDCZP405HK

② FDCVP405H FDCZP405H

③ FDCVP805HK FDCZP805HK
④ FDCVP805H FDCZP805H
⑤ FDCVP1125HA —
⑥ — FDCZP1125H
⑦ FDCVP2804H —

表１ セゾンエアコン室外ユニット 代表形式

ⅱ 対象機種
母形毎の代表形式を表１に示します。
各容量毎に右表から母形番号を確認してください。

単相 三相
40
45
50
56
63
80 ③ ④
112
140
160
224
280

ハイパーインバータ機種
容量

① ② ① ②

⑤

⑦

単相 三相

③ ④

エクシードハイパー

⑥
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ⅰ 既設配線・電源流用に関する確認留意事項

基板

室内ユニット

L

N

ノイズフィルタ

制御基板

信号線

通信
回路

通信
回路

室外ユニット

強電
回路

電源線
１

２

３

１

２

３

電源

～

この回路の
削除が必要

室内電源取りの場合図３

図 4 母形②の改修部位

図６ 端末処理

電 源 線
配 線 長 最大 50m( ただしこう長の範囲内 )
線 種 VCTキャブタイヤケーブルもしくはVVF平形ケーブル	同等品
線 径 2mm2( φ 1.6) 以上

信 号 線
配 線 長 最大 50m
線 種 VCTF
線 径 0.75mm2 以上

電 源 線
配 線 長 最大 50m( ただしこう長の範囲内 )
線 種 VCTキャブタイヤケーブルもしくはVVF平形ケーブル	同等品
線 径 φ 2.0 以上

信 号 線
配 線 長 最大 50m
線 種 VCTF
線 径 0.75mm2 以上

ⅲ 接続方法
1） 室外電源取り 

・図１に従い配線の接続を行ってください。
・現行ユニットに対して電源線と信号線が分離されている為、
　内外各端子台の端子台 [2] にて電源線と信号線を共締めしてください。
(ユニット改修は必要ありません。)

・配線長、線種は表２に従ってください。

ⅳ 室外ユニット改修内容
接続方法が [ 室内室外別電源取り ]、[ 室内ユニット電源取り ] の場合には、
以下の記載内容に従い室外ユニットの改修を行ってください。

2） 室内室外別電源取り 
・図２に従い配線の接続を行ってください。
・誤配線時の短絡防止の為、図中に示す室外ユニット内の部品を外します。
　[ⅳ	室外ユニット改修内容 ]に従い改修してください。
・室内ユニット端子台の端子台 [2] では、電源線と信号線を共締めしてください。
・配線長、線種は表３に従ってください。

2）  母形① , ③〜⑦の場合 
端子台 [2] に接続されている端子を外します。
端子台 [2] には配線が 2本接続されていますが、外
すのは１本のみです。	

　（１）母形 ( ③〜⑦ ) ではノイズフィルタに接続され
ているほうを外してください。

　　　	母形 (① ) では電源端子台 [L2] に接続されてい
るほうを外してください。	

	 （各母形における改修対象は図５を参照）
　（２）外した端子は、閉塞端子などを使用し確実な絶

縁処理をしてください。(図６)

1）  母形②の場合 
　 ＣＮＸ１に接続されているジャンパーコネクタをＣＮＸ２に接続
し , ジャンパー線J1、J2を切断してください。

3） 室内電源取り ( 単相機のみ ) 
・図３に従い配線の接続を行ってください。
・誤配線時の短絡防止のため、図中に示す室外ユニット内の部品を外します。
　[ⅳ	室外ユニット改修内容 ]に従い改修してください。
・内線規定に従い、室内ユニットの端子台 [2] に電源線、室外電源線および信号線を接続します。
・配線長、線種は表４に従ってください。

表２ 配線長、線種 ( 室外電源取り )

表４ 配線長、線種 ( 室内電源取り )表３ 配線長、線種 ( 室内室外別電源取り )

１

２

３

基板

室内ユニット

Ｒ

Ｓ

Ｔ

ノイズフィルタ

制御基板

～

電源

信号線

通信
回路

通信
回路

室外ユニット

強電
回路

電源線

１

２

３

図１ 室外電源取りの場合

信号線

配 線 長 最大 50m

線 種 VCTF

線 径 0.75mm2 以上

	(ノイズフィルタ基板 )

基板

室内ユニット

Ｒ

Ｓ

Ｔ

ノイズフィルタ

制御基板

信号線

通信
回路

通信
回路

室外ユニット

図２ 室内外渡り線が信号線のみで別電源取りの場合
(7,8形店舗用PACの配線で室内外別電源取り)

強電
回路 １

２

３

～

室外機
電源

１

２

３

室内機
電源

この回路の
削除が必要

～

J1 J2
↑↑

図 5-3 母形⑤の改修部位

ノイズフィルタに接続
されている端子を外す

図 5-2 母形③、④の改修部位

ノイズフィルタに接続されている
端子（灰色線奥側）を外す

図 5-5 母形⑦の改修部位

端子台 [S]に接続されて
いるほうの端子を外す

図 5-4 母形⑥の改修部位

ノイズフィルタに接続されている端子（黒
保護チューブから出てくる白線）を外す

図 5-1 母形①の改修部位

端子台 (L2)に接続され
ている配線を外す。
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